
　親子が気軽に集い交流したり、育児相談を行ったりしていま

す。詳しい内容や行事などはそれぞれの広場まで。

 子育てほっとサロン「つどいの広場」

（堤 1413）（ 080-6439-1851）

 生い立つ地域子育て支援センター

（菩提寺 606-1）（ 24-5203）

 ひろにわ地域子育て支援センター

（入地 2607-1）（ 080-8352-4178）

 子どもの発達について＆

　　　ママのためのアロマハンドマッサージ

　子どもの発達についてのお話の後に、参加されたお母さんた

ちでペアになってアロマハンドマッサージを行います。

■日時…23 日（木）10 時 30 分～ 12 時

■場所…つどいの広場

■講師…松川直子さん

■託児…16 日（木）までに要申込

つどおう 子育て広場

▲つどいの広場

▲ひろにわ

 母子健康手帳交付

《市健康課》 平日 9 時～ 16 時　あさくらっこアプリで予約。

《杷木支所》 16 日（木）9 時 30 分～ 11 時 30 分 電話で予約。

■持ってくるもの

妊娠届出書、マイナンバーと本人確認ができるものなど

 子育て応援プログラム

※各教室とも、場所はピーポート甘木保健福祉センターです。参

加時には、母子健康手帳が必要です。あさくらっこアプリで予約。

 マタニティクラス（母親学級）

赤ちゃんとの生活について。

■日時…14 日（火）9 時 30 分～ 12 時

※ 9 日（木）までに要予約

■持ってくるもの…筆記具

 プレパパママクラス（両親学級）

沐
も く よ く

浴、妊婦体験など。

■日時…19 日（日）9 時 15 分～ 12 時

※ 16 日（木）までに要予約

 すくすく（育児）相談

子どもの成長、母乳、歯みがき、しつけ、トイレなど、ご相談ください。

■日時…15 日（水）10 時～ 11 時 30 分

※ 9 日（木）までに要予約

■持ってくるもの…バスタオル 1 枚

■期日・場所…16 日（木）／男女共同参画センターあすみん

※電話で予約

【共通】■持ってくるもの…バスタオル 1 枚

※母乳相談は別途フェイスタオル 3 枚持参。

 にこにここども相談

ことばや行動、発達について、専門のスタッフが相談に応じます。

■期日…21 日（火）

※電話で予約（時間は予約後に案内します）

 乳幼児健診　（対象者にはアプリで通知します）

【甘木・朝倉地域の人】　■場所…ピーポート甘木保健福祉センター

対象 期日 時間

4 カ月児（令和 7 年 5 月生） 7 日（火）

あさくらっこアプリ

で予約

10 カ月児（令和 6 年 11 月生） 8 日（水）

1 歳 6 カ月児（令和 6 年 3 月生） 9 日（木）

3 歳児（令和 4 年 9 月生） 10 日（金）

【杷木地域の人】　■場所…男女共同参画センターあすみん

対象 期日 時間

4 カ月児（令和 7 年 5・6 月生）

16 日（木）
あさくらっこアプリ

で予約

10 カ月児（令和 6 年 11・12 月生）

1 歳 6 カ月児（令和 6 年 3・4 月生）

3 歳児（令和 4 年 9・10 月生）

  市健康課（ 22-8571）

 おはなし会

　各図書館で、絵本の読み聞かせのほか、わらべうた

を一緒に歌ったり、みんなで手遊びをしたりします。

【中央図書館】

　おはなし会（幼児～小学生向け）

　■日時…毎週土・日曜日 14 時～

　ぴよぴよおはなし会（0 ～ 2 歳児向け）

　■日時…8 日・15 日（水）11 時 30 分～

【あさくら図書館】

　あかちゃんおはなし会（0 ～ 1 歳児向け）

　■日時…4 日（土）11 時～

　みんなのおはなし会（幼児～小学生向け）

　■日時…11 日・18 日（土）11 時～

【はき図書館】

　ひまわりおはなし会（幼児～小学生向け）

　■日時…11 日（土）11 時 30 分～

　わくわくおはなし会（乳幼児向け）

　■日時…28 日（火）11 時～

子育てホッと通信

子育て講座・イベント情報

つながる子育てアプリあさくらっこ
妊娠・出産、子育てまでサポート

アプリダウンロード

▲ ▲ ▲

◀「親子健康カ

レンダー」に年

間予定も掲載

10 月の催し

池田 凌
り お

央ちゃん
令和6年10月10日生（杷木古賀）

高橋 音
お と は

羽ちゃん
令和 6 年10 月11日生（一木）

荒川 佳
か す み

澄ちゃん

令和 6 年10 月25日生（甘木）

鶴園 鳳
ふ う た

太ちゃん

令和6年10月7日生（杷木林田）

今村 楓
ふ う り

李ちゃん

令和6年10月22日生（小田）

石橋 想
そ う た

大ちゃん
令和 6 年10 月1日生（小隈）

實藤 なのちゃん

令和6 年10 月10日生（大庭）

西畑 奏
そ ら

良ちゃん
令和5年10月22日生（桑原）

栗脇 充
み つ き

生ちゃん

令和5年10月30日生（上秋月）

申込期間 11月生まれ（11月号）の申込は

10 月 8 日（水）まで

▲こちらから
簡単申込

メール（jinji-kouhou@city.asakura.lg.jp）

写真データを添付し、子どもの氏名（ふりがな）・生

年月日・住所・連絡先（保護者氏名）を明記。送信後、

市人事秘書課（ 22-1117 ／平日 8 時 30 分～ 17
時 15 分）へ電話してください。

申込方法

満1～3 歳の子どもが対象。定員18 人（先

着順）。申込多数の場合、満 1 歳の子ども

を優先して掲載します。

申込条件

平塚公園で楽しむ　秋の木の実工作
　平塚川添遺跡公園内の木の実（どんぐり）を拾って集めて作品を作ります。

自由な発想でオリジナルの作品を作ってみませんか。

■日時…10 月 25 日（土）10 時～ 12 時

■場所…平塚川添遺跡公園

■対象…小学生以上　※小学 3 年生以下は保護者同伴

■定員…15 人程度（先着順）■持ってくるもの…木の実を入れる袋

■申込開始…10 月 1 日（水）9 時 30 分～

  平塚川添遺跡公園（ 21-7966）

倉地 聡
そうすけ

輔ちゃん
令和5年10月16日生（日向石）

前田 彩
あ や と

仁ちゃん

令和6 年10月19日生（甘木）

草場 弥
み ひ ろ

央ちゃん

令和 4 年10 月24 日生（牛木）

深山 美
み な み

波ちゃん

令和4年10月15日生（菩提寺）

畠中 理
り た

太ちゃん

令和 4 年 10 月1日生（堤）

鬼塚博
ひ ろ み

心エリザちゃん
令和6 年10 月18日生（古賀）
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ま
た
、
優
生
思
想
を
国
策
と
し
て
、
優

生
手
術
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
多
数
の

被
害
者
を
生
ん
で
き
た
事
実
は
、
社
会
に

優
生
思
想
を
根
付
か
せ
、
今
な
お
残
る
偏

見
・
差
別
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
被
害

を
受
け
た
人
た
ち
に
対
し
補
償
金
な
ど
を

支
給
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
苦

痛
、
苦
難
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
消
え
て
な
く
な
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
非
人
道
的
な
事
柄
、
人
権

侵
害
な
ど
が
法
律
の
下
で
行
わ
れ
て
き
た

と
い
う
事
実
、
過
去
の
過
ち
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
差
別
や
偏
見
な
ど
を
な
く
し
て
い

く
た
め
、
「
誰
も
が
等
し
く
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
り
、
互
い
に
尊
重
し
あ
う
こ

と
」
を
意
識
し
、
自
ら
の
潜
在
意
識
に
今
一

度
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
と
人
権
感

覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
そ
し
て
広
い
視

点
で
物
事
を
捉
え
、
自
分
事
と
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
の
意
識
改
革
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

市
人
権
・
同
和
対
策
課
（

２
８-

７
８
６
１
）

台
風
に
花
に
添
え
木
と
石
を
置
く

杷
木
志
波　
　

後
藤　

道
江

あ
の
人
の
風
の
便
り
に
涙
す
る

菩
提
寺　
　

北
原　

妙
子

山
村
へ
転
校
生
が
風
連
れ
て

宮
野　
　
　

井
上　

孝

広

報

文

芸

俳 

句
　
（
矢
野
俊
一
選
）

独
り
居
の
秋
思
の
椅
子
を
軋
ま
せ
て

甘
木　
　

仲
山　

尚
山

物
価
高
嘆
き
残
暑
の
見
舞
状

美
奈
宜
の
杜　
　

藤
瀬
と
き
子

と
ん
ぼ
う
の
青
う
つ
く
し
き
日
暮
れ
か
な

甘
木　
　
　

山
下　

藍

ふ
る
里
の
豊
作
願
う
彼
岸
花

宮
野　
　
　

赤
尾　

清

原
爆
忌
未
来
永
劫
平
和
請
ふ

牛
鶴　
　

長
野　

京
子

孫
の
手
に
引
か
れ
祭
の
仲
店
へ

杷
木
穂
坂    　

飯
田　

松
代

川 

柳
（
お
題
「
風
」

）
（
益
永
克
之
選
）

台
風
に
備
え
片
付
く
家
周
り

荷
原　
　

上
村　

悦
子

涼
風
に
揺
れ
る
カ
ー
テ
ン
心
地
よ
い

来
春　
　

伊
藤　

佳
子

稲
光
り
横
風
強
く
戸
を
叩
く

杷
木
久
喜
宮　
　

佐
藤　

敬
二

人権人権
シリーズ シリーズ 

　

令
和
６
年
７
月
３
日
、
最
高
裁
大
法
廷

は
「
旧
優
生
保
護
法
」
は
違
憲
で
あ
り
、

被
害
者
に
対
し
て
賠
償
す
る
こ
と
を
、
国

に
命
じ
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
人
口
急
増
に
伴
う
食
糧
不
足
解

消
な
ど
を
背
景
に
「
優
生
上
の
見
地
か
ら

不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
母
性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
（
第
１
条
）
と
し
て
、

昭
和
23
年
に
「
優
生
保
護
法
」
が
制
定
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
遺
伝
性
疾
患
な
ど
が
あ

る
人
に
対
し
て
、本
人
の
同
意
が
な
く
と
も
、

審
査
に
よ
っ
て
強
制
的
に
優
生
手
術
（
不
妊

手
術
）
を
実
施
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
平
成
８
年
「
母
体
保
護
法
」
に
改
正
さ

れ
る
ま
で
の
48
年
間
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
も

含
め
、
全
国
で
約
８
万
４
千
人
も
の
人
が
身

体
的
・
精
神
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

旧
法
は
、
現
行
憲
法
の
下
に
あ
り
な
が

ら
、
遺
伝
性
疾
患
が
あ
る
人
や
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
憲

法
第
13
条
「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
。
」
第
14
条
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
（
～
中
略
～
）
差

別
さ
れ
な
い
。
」
に
反
す
る
非
人
道
的
か
つ

差
別
的
な
内
容
に
よ
り
長
年
人
権
侵
害
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

【
広
報
文
芸
応
募
方
法
】
は
が
き
ま
た
は
封
書
に
三
句
以
内
（
一
人
一
通
限
り
）
と
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
連
絡
の
取
れ
る
番
号
）
を
記
載
し
、
10
月
8
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
選
者
に
応
募
。

応
募
作
品
は
、
未
発
表
・
自
身
の
作
品
に
限
る
。
応
募
の
際
は
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
は
、
俳
句
・
川
柳
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
川
柳
次
の
題
…
「
家
」

【
応
募
先
】
《
俳
句
》
矢
野
俊
一
さ
ん
（
〒
８
３
８-

０
０
６
８ 

朝
倉
市
甘
木
１
９
２
９-

２
）

《
川
柳
》
益
永
克
之
さ
ん
（
〒
８
３
８-

０
０
６
１ 

朝
倉
市
菩
提
寺
５
２
３-

２
）

旧
優
生
保
護
法

旧
優
生
保
護
法

～
過
去
の
現
実
に
学
び
、自
分
事
と
し
て
物
事
を
捉
え
る
未
来
へ
～

～
過
去
の
現
実
に
学
び
、自
分
事
と
し
て
物
事
を
捉
え
る
未
来
へ
～

　市民の情報コーナーです。皆さんの作品を募集しています。

な
く
感
傷
に
浸
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
ボ
ク
に
と
っ
て
は

通
過
点
で
す
。
小
さ
い
で
す
が
法
人
も
設

立
し
ま
し
た
し
、
や
り
た
い
こ
と
も
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ボ
ク
の
人
生
（
猫

生
）
は
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
も
言

え
ま
し
ょ
う
な
！ 

ハ
ハ
ハ
！

　

協
力
隊
を
退
任
し
て
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
は
継
続
し
ま
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
見
か
け

た
際
に
は
ひ
と
声
い
た
だ
け
ま
す
と
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
！

　

で
は
、
コ
チ
ラ
の
通
信
は
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

　

あ
り
が
と
う
朝
倉
、
そ
し
て
改
め
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

“
使
命
を
持
っ
た
自
由
人
”
ク
ロ
ノ

高
木
の
ね
こ
く
ら
し
通
信
07

　

今
年
の
夏
も
酷
暑
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
は
大
事
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
の
勤
務
し
て
い
る
高
木
地
区
も
こ
の

暑
さ
を
乗
り
越
え
、
大
き
く
成
長
し
た
新

米
た
ち
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
（
早
く
食
べ
た
い
）
。

　

お
米
と
い
え
ば
今
年
は“
ア
サ
デ
ス
！
”

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ん
て
事
も
あ

り
ま
し
て
ボ
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
『
高

木
の
米
の
Ｐ
Ｒ
』
は
ひ
と
つ
の
か
た
ち
に

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ボ
ク
も
今
年
の
12
月
い
っ
ぱ
い

で
協
力
隊
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
。
任
期

満
了
後
は
そ
の
ま
ま
高
木
地
区
に
住
み
、

地
域
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
と
も
引
き

続
き
連
携
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

任
期
満
了
と
言
葉
に
す
る
と
な
ん
と

地域おこし協力隊の普
段の活動は、市 HP か
ら見られます。

▲【朝倉市高木】見た目が怪しすぎる

移住者がいる？【アサデス。】【ウワサー

チクイズ】（2025 年 4 月 29 日）

「福岡・佐賀 KBC NEWS」YouTube

チャンネル

クロノさんの高木地区での活動
は、YouTube をチェック！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

vol.42

　　クロノ クロノ さんさん

地域おこし協力隊員地域おこし協力隊員

朝倉の魅力朝倉の魅力
見つかる、つながる見つかる、つながる

▲収穫が待ち遠しい高木のお米

あなたの写真をあなたの写真を
掲載してみませんか？掲載してみませんか？

　自然や文化など「朝倉の魅力を再発見できる写真」を毎

月掲載していきます。皆さんからの情報提供や写真の申込

をお待ちしています。掲載の候補となるのは次の写真です。

① Instagram で「# あさくらいふ」「# 朝倉市」と付けて

投稿された写真

②メール（jinji-kouhou@city.asakura.lg.jp）で申込があっ

た写真 など

※メール申込の場合、氏名、連絡先、撮影

場所・日時、写真に関するコメントを添えて

申込ください。

※掲載する場合、ご連絡します。

▼申込はこちら

季節外れのひな人形「秋月 後
の ち

の雛」 

撮影日：令和 7 年 9 月 9 日

撮影場所：長屋門前の石段

重陽の節句に長寿の願いを込めてひな人形を並べる

風習と、虫干しを兼ねて毎年行っています。人形たち

は気持ち良く日光と風を浴びました。

今月の1枚　＃あさくらいふ今月の1枚　＃あさくらいふ
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まちかどウォッチング 地域のイベントや話題となった出来事などを写真付きで紹介するコーナーです
LINE FacebookInstagram YouTube

　8 月 19 日、両筑測量設計協同組合から市へ災害避

難時用ワンタッチパーテーションが寄贈されました。

同組合の宮﨑代表理事は「組合として地域の皆さん

に貢献したく寄贈します。災害時などにご活用くださ

い」と話しました。寄贈されたパーテーションは災害

時の避難所などで活用する予定です。

災害避難用の備品が寄贈されました
避難所でのプライバシー確保に

　8 月 28 日～ 31日に行われた KBC オーガスタ（芥屋

ゴルフ倶楽部）で、女王卑弥呼が朝倉を PR しました。

会場内のブースで重松農園のレモネードや柿のセミドラ

イチップを販売し、初のテレビ中継にも挑戦。「朝倉が

大好きです」などと声をかけられることもあり、朝倉の

魅力をたくさん発信できました。

女王卑弥呼が朝倉を PR
Sansan KBCオーガスタゴルフトーナメント2025

戦後 80 年 改めて平和への祈りを
第 19 回朝倉市民平和祭

　8 月 31日、ピーポート甘木で第 19 回朝倉市民平和

祭が開催されました。今年は「頓田の森の悲劇」での

先生と子どもたちの絆を描いた劇「晴れのち、ゆめ」を

上演。地元中高生や団体の有志の皆さんが、鬼気迫る

当時の状況を熱演しました。

　この日は 360 人が来場しました。会場では、「頓田

の森の悲劇」を経験した中野公子さんが世界平和への

祈りを込めて作成した折り鶴が配布され、戦時下の写

真などを紹介するパネル展示も開催。改めて平和の尊

さについて考え、戦争の記憶を後世に伝える場となりま

した。

　8月9日～10日、朝倉市と高鍋町のスポーツ少年団交流

事業が行われました。両市町の交流が始まったのは昭和55

年。2 年ごとに交互に訪問してきましたが、コロナ禍の影響も

あり、今回7年ぶりに高鍋町で開催されました。両市町合わ

せて約40人の団員が参加し、ボッチャ・モルックなどのスポー

ツ交流や、食事会を通して友情を深めることができました。

スポーツ少年団交流で深まる友情
朝倉市・高鍋町 姉妹都市の絆

　8 月29日、朝倉市庁舎跡地等活用検討委員会の井上

委員長が、市庁舎移転後の跡地活用に関する提言書を林

市長へ提出しました。林市長は「今後のまちづくりに向け

た重要な方向性として、皆さまの思いをしっかり受け止め、

魅力あるまちづくり政策の参考といたします」と述べ、市

民の声を尊重したまちづくりへの意欲を示しました。

　委員会は、各種団体の代表の市民 10 人で構成され、

令和６年８月から検討を重ねていただきました。提言書

では、防災・安全機能の強化、地域交流や健康増進施

設の整備、子育て・教育支援施設の導入などが示されて

います。

　8 月 23 日、小石原川甘木橋下流で「第 74 回甘

木川花火大会流灌頂法要会」が開催されました。約

4000 発もの迫力ある打ち上げ花火は、訪れた人たち

を魅了。夜空を彩る満開の花火に、会場からは歓声が

上がっていました。

　花火大会後に行われた流灌頂では、日清・日露戦争

や第２次世界大戦での戦没者、平成 29 年 7 月九州北

部豪雨での犠牲者を供養。ろうそくの火をともした灯

籠が川に浮かべられ、辺りは温かい光に包まれました。

朝倉の夜空を彩る満開の花火
甘木川花火大会流

ながれかんじょう

灌頂法要会

　7 月 26 日～ 8 月 31 日、原鶴温泉水辺広場周辺で、

「原鶴湯ったりよかぜ祭り」が開催されました。期間

中、竹あかりライトアップやデジタルスタンプラリー

が行われました。毎週土曜日には夜市も開かれ、デジ

タルチャンバラやシューティング、鵜飼ショーなどさ

まざまな体験コーナーも充実。花火も打ち上がり、訪

れた人たちは原鶴温泉で楽しい夏を過ごすことができ

ました。

原鶴湯ったりよかぜ祭り開催
原鶴温泉の新たなにぎわいづくり

市民の声をもとに提言書を提出
市庁舎跡地の未来を考える
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InterviewInterview

秋月ルネサンス協議会

会長 田尻雄輝さん

副会長 天野茂晃さん

顧問

秋月博物館 館長 佐々木隆良さん

　秋月ルネサンス協議会は、秋月三名君フォーラムの開催

に向けて発足（当時は秋月ルネサンス塾）。フォーラムでは

高鍋藩（宮崎県）と米沢藩（山形県）、秋月藩の関係者が集い、

秋月家が生んだ三名君（秋月種茂、上杉鷹山、黒田長舒）の

功績を顕彰。現在は全国藩校サミット朝倉大会にも携わる。

［写真は秋月藩校稽古館跡（現在の秋月博物館）の石碑にて。左

から佐々木さん、田尻さん、天野さん］

　地域で話題になっている人や団体、企業

などを紹介するシリーズ。

　第 47弾は、秋月ルネサンス協議会の皆

さんを取材しました。

歴史のまち秋月から起こす
“ルネサンス”

あさくらびと

No.47

過
去
の
学
び
が
よ
り
良
い
未
来
に

　

秋
月
ル
ネ
サ
ン
ス
協
議
会
の
立
ち

上
げ
は
、
前
身
の
秋
月
ル
ネ
サ
ン
ス
塾

ま
で
遡

さ
か
の
ぼり
ま
す
。「
秋
月
の
歴
史
を
学

び
、
現
在
を
見
つ
め
直
し
、
こ
の
先
何

が
で
き
る
か
考
え
る
」
。
地
域
お
こ
し

を
目
的
に
、
佐
々
木
館
長
の
呼
び
掛
け

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
は
歴
史
に
詳
し
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
び
を
進
め
る

に
つ
れ
、の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
3
月
に
は
秋
月
三
名
君

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
高
鍋
町
で
初
開
催
。「
過

去
と
対
話
し
、
現
在
を
見
つ
め
、
よ
り

良
い
未
来
を
構
築
」
す
る
た
め
の
集
大

成
の
一
つ
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
翌
年

は
朝
倉
市
で
の
開
催
で
し
た
が
、
九
州

北
部
豪
雨
災
害
で
開
催
の
危
機
に
。「
こ

こ
で
途
切
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と

奮
起
し
、
開
催
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

そ
の
後
米
沢
市
で
も
開
催
し
、
3
市
町

の
絆
は
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
と
な
っ
た
の
は
令
和
5
年
。

塾
の
ほ
か
、
藩
校
や
漢
詩
、
論
語
な
ど

の
歴
史
研
究
を
行
う
団
体
と
結
束
し
、

秋
月
ル
ネ
サ
ン
ス
協
議
会
と
し
て
再
出

発
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
職

業
や
年
齢
、
住
む
場
所
も
さ
ま
ざ
ま
。

秋
月
に
留
ま
ら
ず
朝
倉
全
体
に
広
が

り
を
持
た
せ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
精
神

　

令
和
7
年
は
、
漢
詩
講
座
や
論
語

カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
8
月
に
藩
校
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
11
月
開
催
の
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ

ト
朝
倉
大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
に

手
応
え
を
感
じ
つ
つ
、
現
在
は
藩
校

サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
集
ま
る
藩
校
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
、
朝
倉
の
良
さ
を
感
じ
、
持
ち

帰
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
お
も
て
な
し

の
精
神
を
持
っ
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
関
係
者
以
外
の

人
も
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
な
ど
で
お
馴
染
み
の
河
合
敦

さ
ん
の
講
演
や
、
協
議
会
厳
選
の
お

土
産
も
。
特
に
、
お
殿
様
の
末
裔
が
一

堂
に
会
す
る
姿
は
圧
巻
で
す
。
ぜ
ひ
会

場
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ル
朝
倉
で
地
域
を
元
気
に

　

協
議
会
の
由
来
は
、
文
字
通
り

“
ル再

生

・

復

活

ネ
サ
ン
ス
”
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。

閉
塞
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
の
多

い
現
代
社
会
。
そ
ん
な
状
況
に
一
石
を
投

じ
る
に
は
、
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
重

要
だ
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
歴
史
深

い
秋
月
・
朝
倉
の
過
去
を
学
ぶ
こ
と
が

地
域
へ
の
誇
り
・
愛
着
に
つ
な
が
り
、
地

域
全
体
の
元
気
、
そ
し
て
、
よ
り
良
い
未

来
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
秋
月
ル
ネ
サ
ン
ス
協
議
会
の
活
動

を
さ
ら
に
広
げ
、
オ
ー
ル
朝
倉
で
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル

デザインフォントを採用しています。

 この広報紙は、「マチイロ」や「マイ広報紙」でも配信しています。

　　 秋月ルネサンス協議会～これまでの活動～

　協議会では定期的な活動として、秋月三名君フォーラム、漢詩講座や論語カフェのほか、フィールドワークな

ども開催。さまざまなアプローチで協議会の活動を朝倉全体に広げる。全国藩校サミット朝倉大会は 11月1

日（土）・2日（日）に開催。秋月藩にちなんだお土産を 1000 人分準備していますので、ぜひお越しください。

FacebookInstagram

＼藩校サミットの詳細は 2 ページへ／


